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札幌市の産業特性

・ マーケットのパイが小さい

・ 外貨を獲得できる産業が少ない

・ 物流・輸送コストがかかる産業は不利

・ 最大の産業資源は“人材”

・ 育成のみならず事業（企業）誘致も必要

IT関連産業を重点的に振興

● IT産業のマーケットはグローバルな展開が可能であり、有望な外貨獲得産業

● IT企業にとって人材は最大の経営資源

● ブロードバンド化の進展とユビキタス社会の形成に向け、IT産業の市場規模は今後、飛躍的
に拡大する見通し

振興すべき産業の要件

・ マーケットを札幌に依存しない産業

・ 外貨を獲得できる産業

・ 人材の質が競争力に直結する産業

・ 札幌への誘致が見込める産業

・ 今後の発展が期待できる産業

札幌市の産業振興の方向性



札幌のIT産業の現状と課題
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・IT企業の売上のうち６割が受託関連業務

・IT企業の売上のうち４割はIT関連企業からの売上

受託系ソリューション企業を重点的に振興

出典：北海道ITレポート2005（北海道経済産業局）



札幌のIT企業の抱える課題

・高度なスキルを有した人材の不足

← 十分な人材教育が不足、技術者のレベル把握が曖昧

・札幌の企業体力が弱く、発注元企業が安心感を持てない

「下請的」構造で、上流工程の業務を受託できない。

札幌の企業が有する技術、レベルについて、発注元企業がわからず、
受注機会を失っている。

・企業が発信する技術、レベルの評価に対する客観性が不足

・営業力が弱く、情報発信が少ない



札幌版ITSS（STSS）にもとづく高度人材育成施策

札幌版ITSS（STSS）により技術者のスキルレベルを診断

・市内IT企業が共通して利用できる枠組みを提供（H19.8稼動）

・診断はweb上で実施（企業登録→質問回答→結果出力）

人材育成・活用センター

・各企業においてSTSSにもとづく
人材分析、人材育成計画を策定

・より高度なスキルレベル獲得に向
けた実践演習型研修やセミナーを
提供

・高いレベルの技術者によるコミュ
ニティの形成・活動を支援

・個々の技術者情報を企業ごとに集
約し、企業としての技術力を可視
化

・企業情報の一つとして公開するこ
とにより、ユーザー企業等とのビ
ジネスマッチングに活用できる仕
組みを構築

企業情報提供センター



STSSキャリアフレームワーク



STSSをベースとした企業力の可視化（量的表現）

少

多

企業が抱える技術者（認定された役割別）の数量を職
種・レベル別に表現



STSSをベースとした企業力の可視化（強み表現）

企業が抱える技術者（認定された役割別）全体に占める
職種・レベル別数量の割合を、一定の基準割合にもとづ
き３段階で表現

大変強い

強い



IT人材雇用プログラム

マッチング

技術レベル低

技術レベル高
高度情報通信
人材育成・活
用事業

既存IT人材

の高度化

IT人材雇用
プログラム

（H17～H19）

新規IT人材

の創出

（IT未経験者）

３年間で250名の

新規雇用を実現

研修

選考
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※技術レベルによ
る人材分布

賛助IT企業（約30社）との
就業マッチング

H17：72名
H18：102名
H19：70名程度（目標）

約２ヶ月間の研修を実施

応募者から120名を絞込み

求職者

次代を担い得る人材
を確保し、既存人材
の高度化施策と合わ
せることで、市内IT
人材の質・量の拡充
を図る。


